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万一の事故の際には、

クルマが人を守らなけ

ればなりません。

衝突時の自車の乗員お

よび相手の被害、さらに

は衝突後の被害拡大を

抑え、事故発生時の人に

対する被害を最小化す

るのがインパクトセー

フティです。

日産では独自の「ゾーンボディコンセ

プト」に基づき、安全な車体づくりに

取り組んでいます。ゾーンボディコン

セプトとは、車体を衝突時の衝撃を吸

収するクラッシャブルゾーンと乗員の

生存空間を確保するセーフティゾーン

の2つのゾーンに分け、それぞれの機能

を進化させ最大限に高めるという車体

づくりの考え方です。そして、このコ

ンセプトに基づいて'98年10月から日

本・欧州で導入が予定されている側面

衝突基準に先行して適合させることに

より、さらに一歩進化したのがゾーン

ボディです。これは正面（フルラップ）

衝突、オフセット衝突をはじめ、斜め、

側面、後面衝突など、様々な方向からの

衝突を想定した実験及びコンピュー

ターを駆使した衝突解析を繰り返し、

世界最高水準の高強度安全ボディを実

現したものです。

ゾーンボディ

前面・後面衝突時には、車両前後のク

ラッシャブルゾーンが衝突エネルギー

を効率よく吸収し、乗員への衝撃を緩

和します。さらにセーフティゾーンが

生存空間をしっかり確保します。

側面衝突時にはサイドドアビームやド

ア本体が補強されたボディサイドへ横

方向からの衝撃を分散して伝達するこ

とにより、車体変形を抑えます。さら

に2次衝突への対策としてドアのエネ

ルギー吸収性を向上させた衝撃吸収ド

アを採用しています。
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正面・後面衝突対応図
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ゾーンボディコンセプトについて
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注）運転席・助手席SRSエアバックシステムは、次のような場合は作動しません。（1）衝撃が小さい時（例：厚い

コンクリートの壁に20Km/hより低い衝突直前速度で正面衝突した場合など）。（2）側面衝突、追突された時。

（3）横転・転覆した時。（4）一度エアバックが作動した後の衝突。

運転席 SRS*エアバッグシステム

車体に取りつけられたセンサーが車両

前方からの衝撃を感知し、瞬間的にハ

ンドル中央部エアバッグ内にインフ

レーター（ガス発生装置）からガスが送

られエアバッグが膨張し、ドライバー

の頭部にかかる衝撃を緩和します。

シートベルトとの併用によって効果を

発揮します。

助手席 SRS エアバッグシステム

インストルメントパネル内部に収めら

れているエアバッグが、運転席のエア

バッグと同様に助手席の乗員への衝撃

を緩和します。助手席側のエアバッグ

容量は乗員とインストルメントパネル

との位置関係により、運転席側より大

きくなっています。シートベルトとの

併用によって効果を発揮します。

デュアルエアバッグ（運転席・助手席 SRSエアバッグシステム）

対壁衝突速度50Km/h衝突時の乗員挙動 100msec経過時

シートベルトなし シートベルト着用 シートベルト着用
+エアバック装備

前方に大きく移動し、頭
部はガラスに、胸部はハ
ンドルに大きく干渉して
いる。首は後方に曲げら
れている。

ベルトによって拘束され
てはいるものの、頭部、
胸部共に前方へ移動し、
頭部はハンドルに大きく
干渉している。首は前方
に曲げられている。

ベルト及びエアバックに
よって頭部、胸部共に拘
束され、ハンドルとの直
接干渉は無くなり、首の
前方への曲げも軽減され
ている。

SRS エアバッグシステムは、

シートベルトとの併用が大前提

SRS エアバッグシステムは、シートベルトで拘束

された乗員の正面衝突時の頭部への衝撃を緩和す

るための補助拘束装置です。十分な効果を得るた

めに、運転をする際は必ずシートベルトを着用す

る必要があります。

*SRS (Supplemental Restraint System) : 

補助拘束装置
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ＳＲＳサイドエアバッグシステムは、

車両の側面方向からの衝突の際に、乗

員に加わる衝撃をやわらげる事を目的

としています。

今回新たに開発したサイドエアバッグ

は、バッグを大型化し、頭部までエア

バッグでカバーすることにより、側面

衝突時において胸部だけでなく頭部に

加わる衝撃も緩和できるようにしまし

た。その結果、大型トラック等の前面

や立ち木などと乗員頭部が干渉するよ

うな側面衝突の場合にも保護効果が得

られます。またエアバックを、シートに

内蔵することにより、シートの前後位

置によらず適切な保護効果を発揮でき

ます。

また、この頭部保護機能も持つ SRS

サイドエアバックシステムは一部車種

については後部座席にも設定します。

SRSサイドエアバッグシステム

SRSサイドエアバッグシステム車両搭載図（展開時）

ﾜｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟ
IGN

ｻﾃﾗｲﾄｾﾝｻ （ー左右）

前席用ﾓｼﾞｭｰﾙ(左右）

ｾﾝﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙﾕﾆｯﾄ

システム構成

注）SRSサイドエアバックシステムは、次のような場合には作動しません。

（1）側面方向からの衝突でも衝突が小さい時（例：約20Km/hより低い速度で、側面から衝突された場合など）。

（2）前面方向、後面方向からの衝突、横転、転覆等で側面からの入力が上記（1）の条件の場合。（3）一度エアバ

ックが作動した後の衝突。

SRSサイドエアバッグ展開イメージ

エアバッグモジュールは
シート内に内蔵。

前席用

後席用

後席用ﾓｼﾞｭｰﾙ(左右）
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チャイルドシート固定機構付シートベ

ルトは、いったんシートベルトをすべ

て引き出してから巻きとらせると、ベ

ルトのロック機能が働き、任意のベル

ト長でチャイルドシートを確実に固定

できるものです。ロッキングクリップ

なしで固定でき、取り扱いも簡単です。

なお、ベルトバックルをはずし、シート

ベルトをすべて巻きとらせると、ベル

トのロックは解除されます。

小さな子供を乗せる時には、ベビー

シート（生後１２カ月以下）、チャイル

ドセーフティシート（４カ月～４歳位）

や ジ ュ ニ ア セ ー フ テ ィ シ ー ト

（４歳～１0歳位）のご利用をお勧めし

ています。

チャイルドシート固定機構付 シートベルト

チャイルドセーフティシート（4ヵ月ー4歳位）

ジュニアセーフティシート（4歳ー10歳位）

ロードリミッター付プリテンショナー

シートベルトは、前面衝突時にシート

ベルトの弛みを巻き取るプリテンショ

ナー機構と、乗員に加わるシートベル

トの拘束力を一定レベルに保つロード

リミッター機構で構成されています。

衝突時には、まず、プリテンショナー

機構がシートベルトの弛みを瞬時に巻

き取ることにより、乗員の拘束開始を

早めます。その後、乗員が衝突の衝撃

により車内を移動し、シートベルトに

よる負荷が高まると、自動的にロード

リミッター機構が働き、この負荷を、

設定された負荷レベル以上に高めない

ようにし、その結果として乗員に加わ

る衝撃を緩和します。

ロードリミッター付プリテンショナーシートベルト

チャイルドシート固定機構付シートベルト

ベビーシート（生後１２カ月以下）

プリテンショナー機構作動図

注）SRSエアバックシステムが装備された座席に

は、チャイルドセーフティシートを後向きに

取付けないで下さい。

衝突初期に
シートベルト
の弛みを巻
き取る

ロードリミッター機構作動図

拘束開始を
早める

胸に加わる力
を緩和する

シートベルトに
よる負荷を設定
されたレベル以
上に高めないよ
うにする。

客室内スペース

従来型シートベルトとの比較

プリテンショナー付シートベルト+エアバック

ロードリミッター付プリテンショナー
シートベルト+エアバック

ノーマルシートベルト+エアバック

ロードリミッター付シートベルト+エアバック

乗
員
に
加
わ
る
加
速
度

2
次
衝
突
領
域

乗員の移動量
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交通事故は、衝突速度、衝突の方向、乗

員の状態など、それぞれで状況が異な

っています。日産では、事故の多様性

に対応するため、正面（フルラップ）衝

突、オフセット衝突、斜め衝突、側面衝

突、後面衝突など、さまざまな衝突実験

を行ってきており、年間数百台ものク

ルマを使用しています。

衝突実験

正面衝突

オフセット衝突

側面衝突

日産が採用している車両を用いた主な試験法例

衝突形態 日産が採用している試験法例

前突

ﾌﾙﾗｯﾌﾟ
衝突

ｵﾌｾｯﾄ
衝突

斜め衝突

ﾎﾟｰﾙ衝突

側突

車両衝突

ポール
衝突

車両衝突後突

ﾛｰﾙｵｰﾊﾞｰ

ﾃﾞﾌｫｰﾏﾌﾞﾙﾊﾞﾘｱ衝突

α＝０°あるいは27°

静的試験

静的試験
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耐水タイプパワーウインドウスイッチ

●

●

●

●

耐水タイプパワーウインドウスイッチ

は、車が水中に転落した場合でも、し

ばらくの間パワーウインドウスイッチ

操作により窓を開けることを可能とし

たシステムです。

従来のパワーウインドウは、スイッチ

部分が浸水すると回路がショートして

窓を開けられなくなることがありまし

た。今回採用した耐水タイプスイッチ

は、回路を改良し、パワーウインドウ

の作動可能な電圧がバッテリーから加

わっている間、窓を開けられるように

なりました。

（車の転落状況、バッテリーの容量、

バッテリーの充電状態等によって異な

ります。）

水中転落事故を防ぐためには、まず、お客様が常

に安全運転を心がけていただくことが重要と考え

ています。

万が一、車が水中に転落した場合には、お客様の

落ち着いた行動、そして適切な脱出行動をしてい

ただくことが必要と考えています。

今回の耐水タイプスイッチは今までの車に比べて、

脱出行動のための時間延長を図ることができる可

能性を持っており、被害を少なくするための技術

です。

水中に転落した車からの脱出法については、社団

法人自動車工業会等より一般ユーザー向けに、脱

出法のパンフレットが発行されています。


